
配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和６年５月９日 

山形大学実験機器共同利用システムの運用を開始しました 
 
【本件のポイント】  

●令和６年４月１日、山形大学が保有する実験機器・設備 
を利用予約できるシステムが稼働した。 
●オンライン上で予約等の手続を行うことができる大学全 
体の一元的なシステムとなる。 

●本システムの稼働により、本学が所有する共通設備の有 
効活用が図られるとともに、本学が目指す「コモンズ」 
としての役割が一層強化されることが期待される。 

 

【概要】 

山形大学は、人文社会科学部・地域教育文化学部・理学部のある小白川キャンパス、医学部のある飯田キャン
パス、工学部のある米沢キャンパス、農学部のある鶴岡キャンパスと、6学部・4キャンパスを備え、多様な研究
設備を保有しております。 
令和６年４月１日、本学では「実験機器共同利用システム」の運用を開始しました。これにより、各キャンパ

スで保有する多様な実験機器・設備を、オンライン上で予約等の手続を行うことにより、外部の方々にもご利用
いただくことができるようになりました。 
令和６年４月１日現在、ご利用可能な研究設備として299件登録しております。（随時更新・有料（料金につい

ては実験機器・設備によって異なります。HPをご確認ください。）） 
本学が所有する先進的な機器のみならず、顕微鏡・プリンタ等、様々な機器をご利用いただくことができます。

地域企業・関係機関の皆様をはじめ、地域の中高生の実験等にもご利用いただけますので、お気軽にアクセスし
てください。 

 
【背景】 

本学では各キャンパスに多様な研究設備を保有しておりますが、これまでは全学的に外部に公開されている共同 
  利用システムがなかったため、本学内の教職員の使用が主となっておりました。「実験機器共同利用システム」の 

運用開始により、各キャンパスで保有する多様な実験機器・設備を、オンライン上で予約等の手続を行うことによ 
り、外部の方々にもご利用いただくことができるようになりました。 

 
【公開ページ】 

山形大学実験機器共同利用システム 
https://yucf2.id.yamagata-u.ac.jp/eportal 

 
 
【今後の展望】 

本学が所有する先進的な機器のみならず、顕微鏡・プリンタ等、様々な機器をご利用いただくことができます。
地域企業・関係機関の皆様をはじめ、地域の中高生の実験等にもご利用いただくことで、本学が所有する共通設備
の有効活用を図るとともに、本学が目指す「コモンズ」としての役割が一層強化されることが期待されます。 

 
 

 
 

 

お問い合わせ 
研究情報部研究推進課研究企画担当（野寺） 
TEL 023-628-4839 メール yu-k-kenki＠jm.yamagata-u.ac.jp 

https://yucf2.id.yamagata-u.ac.jp/eportal


山形大学ホームページからアクセス
→研究→研究機器の利用・依頼分析
https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/research/facility/

（共用設備例１） （共用設備例２）

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/research/facility/
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